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論文内容の要旨

下顎安静位維持に関与する阻鴫筋機序については今日なお種々論議されており，その詳細は今日な

お十分わかっていない。

本研究は下顎安静位における人の岐筋各部の緊張状態を筋電図により分析するとともに，猫を用い

て下顎が安静状態にある時の咳筋・側頭筋の筋電図活動を記録分析し，かっ，乙れら自発性顎筋活動

が協同筋・括抗筋あるいは同一筋の異なった筋腹からの muscle afferent により如何に影響される

かを分析し，下顎安静位保持に関係する各顎筋活動聞の相互関係を検討したものである口

まず，予備実験として健康成人男子につき岐筋表面皮膚 9 カ所から釣針表面電極を用いて筋電図を

測定した口乙の実験から電極の位置により安静位における岐筋活動が相違し，佼筋中主としてその前

部腹筋の中央部・下部および後部筋腹の下部に自発性筋電図活動を示す点が多く認められた。すなわ

ち，下顎安静位においても一部咳筋筋線維が緊張を維持している乙とが明らかになった。次に，猫を

用いて下顎が安静状態にある時の岐筋・側頭筋の自発性筋電図活動を筋各部につき分析した。筋電図

測定電極には同心型針電極を使用したD 攻筋・岐頭筋の規則的持続性自発性筋電図活動に対する協同

筋・括抗筋よりの求心性信号の影響を検索するため筋伸展操作をも行った口伸展さす筋は骨附着部よ

り剥離して糸をつけ抵抗線歪計を介して伸展した。

猫の校筋について下顎の安静時に自発性筋電図活動を示した点は深部筋腹の全域にわたって存在

し，表在部については主としてその前部筋腹に認められた。また，側頭筋についてその下部に自発性

筋電図活動を示す点が密に分布した。

以上の人および猫についての実験で得られた阻噛筋の自発性筋電図活動は下顎の安静位または安静

時に得られたものであり，従って下顎の位置維持に関係した筋活動である。乙の自発性筋電図活動を

示す部位には筋緊張維持に主として関係する tonic muscle elements が多く存在し， 下顎を一定の
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位置に保持するのに特に活動している部分と言える。下顎の位置調整には筋紡錘を介する自己受容性

反射が密に関与するのであるから，下顎の位置維持に強力に働らく岐筋・側頭筋中の tonic musc1e 

fiber に筋紡錘が多く分布しているととが本実験から類推できる。

次lと，殴筋・側頭筋 l乙認められた前記自発性筋電図活動の多くが括抗筋である顎二腹筋の伸展によ

り抑制された口との乙とは下顎の位置維持に働らく唆筋・側頭筋の活動が少しでも増加し下顎の位置

が閉口方向に移動すれば顎二腹筋よりの信号によって過度に移動せぬよう閉口筋活動が抑制される乙

とを物語っており，開口筋と閉口筋の問に相反性神経支配のある乙とを示したものといえる口

唆筋伸展 lとより同側側頭筋の筋電図活動は促進した。校筋の自発性筋電図活動は反対側岐筋伸展で

抑制され，側頭筋の筋電図活動は反対側側頭筋伸展により抑制された。このことは左右側の阻鴫筋問

にも交互性抑制機構の存在を示唆していると考えられる。

側頭筋前腹の自発性筋電図活動は後腹を伸展する乙とにより抑制され，逆に後腹の自発性筋電図活

動は前腹伸展により抑制された。このような前後両筋腹聞の相反性抑制関係は下顎の平衡保持に重要

な役割を演ずるものと考えられる。側頭筋各筋腹聞には勿論各筋腹が全体として協同的に働らく他に

独自な機能を有し各筋腹相互間で影響しながら機能を営んでいる乙とが分った。

以上の結果より，安静時の下顎位置は咳筋および側頭筋の一部筋線維の弱い緊張維持によって保た

れ，この自発性筋電図活動は協同筋・措抗筋あるいは同一筋の異なった筋腹よりの求心性信号により

調整を受けているととが明らかになった。

論文の審査結果の要旨

本研究は下顎の位置調整に関与する岨鴫筋機序につき極めて有意義な知見を得たものであり，価値

ある業績である。よって，本研究者は商学博士の学位を得る資格があると認めるo
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